
（別紙３）

～ R7年　１　月　３０　日

（対象者数） ２１名（うち、兄弟児１組） （回答者数） ２０名（１００％）

～ R7年　１　月　２５　日

（対象者数） 8名 （回答者数） 8名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・今まで取り組んできた活動の中で、子供たちが好きな事や

得意な事をレベルアップさせて発展させていきます。

・５領域の内容をさらに深められるように職員研修を行いま

す。

・同じ活動でも、一人ひとりの発達に合わせたアプローチを

行い、それぞれの「できた」「わかった」が増えていくよう

支援を行います。

2

・小さな発見やスモールステップで成長したところを、保護

者に伝え、職員全体で共有するようにする。

・連携不足ないように口頭・連絡ノート等活用し、すべての

職員への報告・連携を確実に行います。

3

・定期的に倉庫管理を行い空間をさらに確保できるように取

り組みます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・外部講師を呼んで保護者向けの研修会等を開く。

・家族会やゆんたく会などを開き、情報交換を気軽に行える

ように取り組んでいきます。

2

・親子リトミックや家族会の中で、きょうだい向けのレク

レーション等を取り入れ、きょうだいも一緒に楽しんでもら

う交流の機会を検討します。

3

・見学時や家族会などの機会に、当事業所内の生活空間を案

内する。

・視覚的にわかりやすく絵や文字など場所の表示をさらに増

やす。

事業所の活動プログラムが固定化されないように工夫されてい

る。

・毎月、活動プログラムを作成する担当を変え、色々なアイ

ディアを出し合っています。５領域踏まえた活動内容になるよ

うにプログラムを組んでいます。

・定期的にリトミックや体操教室を開催しています。

日ごろからこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や

発達の状況について共通理解ができている。

・送迎時に、保護者、園の先生方に当日の児童の様子を伝え、

又は児童の家庭での様子を聞くことを心掛けています。

・その日の活動の様子をコドモンでお知らせしています。気に

なる事があれば、直接伺ったり、電話などでこまめに対応する

ようにしています。

・児童の体調面を考慮して、活動内容を変更するなど個別に対

応しています。

・こどもの活動スペースが十分に確保されている。 ・職員の目が児童に行き届くように活動スペースを広々と見や

すいようにしています。

・児童が走り回れるスペースには、安全に過ごせるように、な

るべく物は置かずに、児童が気になるようなものも置かないよ

うにしています。

・事業所の生活空間について、保護者への周知が不十分であっ

た。

・絵や文字で手洗い場、トイレ等の情報を呈示していますが、

事業所奥にトイレがあったりと、保護者が事業所内の一部しか

見たことがなかったためだと思われます。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

家族等も参加できる研修会や情報提供の機会が少ない。 ・保護者同士の交流の場があれば、進級・進学の情報交換を

行ったり、研修会の機会などで療育内容について知りたいとい

うニーズがあるためだと思われます。

家族会や親子リトミックなど開催してきたが、利用児童のきょ

うだい向けのアプローチが不足していた。

・親子リトミック等では、きょうだいも参加しているご家庭も

あり、和気あいあいの雰囲気で執り行っていましたが、きょう

だい向けの交流の場も意識して取り組む必要があったと思いま

す。

R7年　１　月　２０　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年3月24日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 コロニー児童デイサービス　なかしま

○保護者評価実施期間
R７年　１　月　１７日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


